


あいさつ

そんなに昔のことでもないのに､現代の子供

らは､暖かい背中で歌われる歌があることや､

日常の遊びの中や行事の中で歌われていた歌が

あったことを知りません｡

生活環境の変化により､歌を歌ってくれるお

ばあさんはいなくなり､子供同志のあそびも消

え､今やパソコンのとりこになってしまった子

供たち｡

物質的な豊かさに引き替え失ったものの大き

さを感じないわけにはゆきません｡

こうした状況の中､沖縄市教育委員会におき

ましては19終年からわらべ歌調査を実施し収録

保存を行っています｡本書は字胡屋 ･仲宗根の

成果を収録したものです｡

この書が､あらゆる場所で利用され､郷土を

知る手がかりとなり､やがて次代を担う人々を

育てる力となっていくならば幸いです｡

最後に調査に快く参加して下だきった歌唱者

のみなさん､調査 ･編集にあたられた比嘉悦子

先生に厚くお礼を申し上げます｡

沖 縄 市 教 育 委 鼻 会

教育長 嘗 真 哲 雄

調査及び編集

･調 査 比嘉 悦子 ･宮城 昭美 ･波平 裕子

･採 譜 比嘉 悦子

･資料整理 宮城 昭美 ･新屋 良博 ･仲本 千秋

･題 字 吉浜 靖起

･イラスト 長浜 益美

･編 集 比嘉 悦子 ･宮城 利旭 ･宮城 昭美



｢胡屋 ･仲宗根のわらペうた｣について(1) ｢胡屋 ･仲宗根のわらべうた｣は

沖縄市字胡屋 ･仲宗根で採集されたわらべ歌の中から代

表的な歌を30曲選んで掲載しました｡(2)歌の選定においては､旋律のより確

実な歌､そして多くの人々､特に次代を担う子供たちに歌い継いで欲しい歌を優先

して選択してあります｡調査について(1)沖縄市の民謡調査は1988年､沖縄市教育委員会文化課の時より開始され､

1995年3月現在も継続中です｡(2)胡屋 ･仲宗根のわらべうた調査は1994年

2月から1995年2月にかけて計4回行われました｡採集された歌は全部で84歌です｡この場合､旋律の無い唱え

や､歌詞のみの歌も含まれています｡(3) 胡屋 ･仲宗根で採集されたわらべ

うたは､沖縄市全体で歌われていた歌と共通するものが多いのですが､他の地域に比べて動物の歌､からか

い歌がより多く採集されました｡特に ｢海ぬとぅいぐゎ-｣｢うずらの

歌｣｢かえるの歌｣はこの地域独特の特色を見せています｡また､ことば遊びの

歌として採集された｢て-はくぐゎ-｣は､これまでのどの地域でも聞かれたことがなく､
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Ⅰ 歌詞と表現について

(1)掲載されたわらべ歌は､子守り歌 (3)､あやし歌 (3)､まりつき歌 (2)

遊び歌 (3)､ことば遊びの歌 (3)､動物の歌 (10)､からかい歌 (5)､

そして教訓歌 (1)にわけて分類した｡

(2) 表題は歌い出しの句をとってつけたものが多いが､｢耳切り坊主の歌｣や､

動物を対象にした歌などは､歌われる内容に添って編集者が表題をっけた｡

(3) 歌詞は漢字仮名まじり文で表記し､漢字には歌唱者のなまり音のままルビを

ふった｡漢字が当てられる箇所には漢字を用いたが､無理な当て字は避けた｡

(4) はやしことばや擬音はカタカナで記した｡

(5)歌詞の表記の中で､のばして歌う箇所は､長短の区別はせずに長音記号 ｢-｣

(引音)で示した｡

Ⅱ 楽譜について

(1)楽譜は五線譜を基本としたが､沖縄独特な音程や歌唱法を表現するために特

殊な記号を追加して用いた｡

(2) 採譜は採録時の歌唱者の歌をできる限り忠実な形で再現できるように配慮し

たが､調律は一般の人々､特に子供たちの歌いやすい高さに合わせて作譜し

た｡

(3) 民謡調査においては､歌唱者から歌にまつわる様々な生活状況を聞き取りな

がら歌を録音していくが､時には歌唱者が突然歌い出したり､歌の途中で中

断し次に続く歌詞を思い起こしてまた歌い出すこともしばしばあった｡その

ような歌は､他の類似曲を検討の上､採譜者によって加筆し､補足した｡

(4)調号に (♭)とある ( )のつけられたフラットは､実際にはその曲に出て

こない音につけられるものであるが､基音を求めるめやすとして表記した｡

(5'Jや ↓J7 のように矢印のついた音は表記音より低めの音程で歌われる｡

(6)lや n の表記は音程の定まらない唱えや掛け声をあらわす｡

'7' D

は上から下へ声を落としていく唱法を示す｡
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胡屋 ･仲宗根わらペ歌調査月日別成果表

香号 氏 名 性 生年月日 出身池 住 所 994年(H6995年(印 計 備 考2/93

/71/92/11 島 田 静 子 女 T7.3.10 山内 胡屋2-7-7 7

1 8 民話｢カシチ-が-目早い訳｣2 島 千 代 女 T4.

ll.1 胡屋 胡屋1-9-16 5 21 2 283

高 嶺 ツ ル 女 T4.4.ll呉富士 胡屋4-26-23 1 1 24 仲 宗 根 澄 女 M40.5.14東恩納 胡屋2-2-46 17

3 20 民話｢南風原外聞の話｣5 富 里 美 津 女 T2.6.30島袋 胡屋1-ll-1

8 2 26 仲 村 マ サ 女 M43.4.4 胡屋 仲宗根36-4 8 15 23民話｢仲宗板 マ



わ らべうたの歌いか

たなど､気軽に相談 し

て下さい｡

次回のわ らべうた集

をお楽 しみに｡
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